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2018 年 1 月 1 日現在、日本の人口は 1 億 2770 万 7259 人であり、その中で日本人は 1 億 2520 万
9603 人（前年比 37 万 4055 人の減）である。日本人の人口は、2009 年をピークに毎年減少し続
けており、2018 年の調査では、1968 年の調査開始以来、最大の減少数となっている。政府はこ
の課題を解決するために、様々な施策を繰り出しているが、日本の出生率は依然として上がらない。
　一方、日本国内に在留する外国人は 249 万 7656 人で、前年に比べて 17 万 4228 人、7 . 5％の増
加であり、今の日本は、20 人に一人が外国人という状況にある。さらに、若い世代では外国人の
割合が高くなっており、20 代で見てみると、6 . 17％、つまり 15 ～ 6 人に一人が外国人となって
いる。また、大都市では外国人の割合が高く、東京では、20 代の 10 人に一人が外国人である。
また、厚生労働省の調査（厚生労働省　2019 ）では、2018 年 10 月末現在、日本で働いている外
国人労働者数は 146 万人であり、日本の就業者数 6664 万人の 2 . 19％、50 人に一人が外国人である。
　この背景には、人口減少が止まらない日本国内の不足する労働人口を補うために、海外からの
留学生や労働者を受入れようとする政府の姿勢がある。留学生受入れに関しては、2007 年 5 月




14 業種を対象に、新たな在留資格「特定技能」を新設する改正出入国管理法が 2019 年 4 月 1 日
から施行され、一定の技能と日本語能力のある外国人に日本での就労を認めることとなった。初
年度となる 2019 年度は最大で 4 万 7550 人、5 年間で約 34 万 5000 人の外国人労働者の受け入れ








と、2018 年に日本企業への就職を目的として在留資格を変更した留学生は前年比 15 . 7％増の 2
万 5942 人であり、前年から 3523 人増え、記録が残る 1992 年以降では最多となっている。また、
人数の増加は 8 年連続で、増加率も 16 年から 17 年の 15 . 3％を上回ったという（日本経済新聞　
2019 年 10 月 23 日）。就職先での職務内容は「翻訳・通訳」が 23 . 6％で最も多く、「販売・営業」












































































































































































自分のせいなのかを明確に意識できないことがあり、帰属の曖昧性（ attribution ambiguity ）と






























　偏見研究の第一人者である Alport（ 1954 ）は、相手に対する知識の欠如が変形形成に関わ
っており、偏見の解消には接触が重要であると述べた。しかし、その後の研究からは、ステレ
オタイプや偏見は、単純な接触によって解消されるわけではなく、むしろ接触することで関係

































や偏見を低減させるとされている（ Brewer & Miller 1984 ）。
　また、協同学習を通して、特定の個人との友好的な関係が成立しても、その特定の相手を例外
的な人物として処理してしまうことにより、相手集団に対するステレオタイプや偏見そのものは




& Miller 1996 ）。
　先行研究からも、ステレオタイプや偏見に替わる別の情報を呈示することによって態度が変容
することが示されており（ Krahe & Altwasser 2006 ）、多様性トレーニングによって、意図的に多
様性を意識させることにより、ステレオタイプや偏見を低減させる効果があることも示されてい




















1 ） 立教大学日本語教育センター HP より。2020 年 1 月 8 日アクセス。
 https://cjle.rikkyo.ac.jp/outline/default.aspx
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